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1 . はじめに  

 STEM 教育とは，Science（科学），Technology（技

術），Engineer ing（工学），Mathemat ics（数学）の

頭文字を取ったもの（ Robot ic s（ロボット技術）や

Art（芸術）を取り入れた STEAM 教育や STREAM

教育もある）であり，世界では幼児から初等中等

教育に STEM 教育を取り入れる動きがある。内閣

府 や 各 省 に お い て も 議 論 さ れ て お り 1 , 2 ) ，

Soc ie ty5 .0 に向けた人材育成としても注目されて

いる。これに対し，全国有数の教育拠点としてイ

ニシアチブを取るための本学独自の取組みとして，

2016 年度から「本学が創造する i -STEM 教育」を

行っている。 2020 年度からは with  コロナで実施

お よ び 継 続 し ， i-STEM 受 講 者 の 満 足 度 は 高 く ，      

i-STEM 受講者，高校関係者，地域関係者および保護

者からも高い評価を得ている 3- 10 )。Q-conference2017

やサイエンスフェスタ in  FIT にも学生は積極的に

参加しており，大学生の主体的な成長も散見され

た。  

 「 i -STEM」 と は ， 本 学 の 特 色 の 1 つ で も あ る

in fo rmat ion（情報）を STEM 教育に加えたもので

あるが，学生が本学（ PBL・卒研等）で修得した学

術的情報（ i n fo rmat ion）を基にして，中・高校生と

相互作用（ i n te rac t ion）しながら，独自の STEM 教

材を創造（ i nnova t ion）するという意味も含んでい

る。実施するのは選抜された大学生であり，主体

的に実施したり教える技術が向上したりすること

になり，大学生の学修意欲向上や教育の付加価値

向上になる。さらに，地域で活動することにより，

社会貢献にも繋がる。  

 2022 年度も with  コロナで感染防止を徹底して

行われ，さらに新しい教育活動も行ったので，実

施内容とその効果について報告する。  

 

2 . 2022 年度高大連携課外授業  

 本学と附属城東高等学校電気科・電子情報科で

昨年に引き続き，高大連携課外授業を実施した 1 1 )。

2022 年 度 は ， 電 子 情 報 工 学 科 江 口 啓 教 授

（ Technology 担当），生命環境化学科松山清教授と

桑原順子教授（ Science 担当），知能機械工学科加

藤友規准教授（ Technology 担当），情報通信工学科

前田洋教授（ Engineer ing 担当），情報システム工

学科下戸健准教授（ In fo rmat ion 担当），情報システ

ム工学科丸山勲准教授（ Mathemat i cs 担当）の指導

のもと，それぞれの学科の大学生が， 1 年間を通

じ全 15 回を主体的に実施した。  

 2022 年度高大連携課外授業の流れを表 1 に示

す。対象の高校生は城東高等学校電気科・電子情
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報科スペシャリストコースの生徒である。第 0 回

に，対象者全員に対して，高大連携課外授業の内

容を紹介するとともに，高校と大学の「学び」の

違いについても説明が行われた。これは，受動的

な学習ではなく，能動的な学修とはどういうもの

かを認識させ，高大連携課外授業に対するモチベ

ーションを向上させることを目的としている。こ

のオリエンテーションで受講希望者を募り，20 名

が選抜される。第 1 回では，選抜された 20 人に対

しオリエンテーションが開かれ，各テーマの紹介

が担当教員や担当大学生からされた（図 1）。第 2

回目から第 13 回目では，高校生は 4 人 5 グルー

プに分かれて，2 回ずつ異なるテーマを受講した。

それぞれのテーマの詳細は次節で紹介する。第 14

回目では，「振り返り」が行われた。行動プロセス

の枠組みのひとつに PDCA サイクルがある。 Plan

（計画）， Do（実行）， Check（確認）， Act ion（行

動）の４つで構成されるが，この「振り返り」は

PDCA の C にあたる。「これまでどのようなことを

学んできたのか？」，「得られたことを説明するこ

とができるのか？」，「より良いものにするために

はどうしたらよいのか？」を高校生と大学生がデ

ィスカッションし，高校生はタブレットを使って

学んだ事のプレゼ資料を作成発表した。大学生は

自分の教育内容・教育教材の反省点を見つけた。

これを受けて第 15 回目では，大学生が Act ion（行

動）を起こす。「これまで学んできたものはどうい

うものだったのか？」，「何が得られたのか？」，「よ

り良いものにするための改善方法は何なのか？」

をテーマ毎にプレゼンを行った。さらに， kahoot !

を用いた学修成果クイズ大会を行い，成績上位者

の高校生に対して表彰を行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  1 テーマ詳細  

 2021 年 度 の テ ー マ は ， AI プ ロ グ ラ ミ ン グ

（ Informat ion），化学材料の開発体験と電子顕微鏡

観察（ Sc ience）， SPICE を利用した論理回路設計

（ Technology），空気圧駆動のロボット制御の体験

（ Technology）， 身 近 な モ ノ で つ く る 光 通 信 装 置

（ Engineer ing），数式処理（ Ma thema t ics）であった。

i -STEM ア シ ス タ ン ト 大 学 生 が テ ー マ の 概 要 や 考

察をまとめたものを付録に示す。i -STEM アシスタ

表  1 2022 年度高大連携課外授業の流れ  

回 テーマ 備考

0：05/31 オリエンテーション１
城東高校スペシャリ
ストコース全員

1：07/15 オリエンテーション２
城東高校スペシャリ
ストコースから選抜
された高校生20人

(07/15) （i-STEM大学生オリエンテーション）

2：09/26
3： +1日

4：10/18
5： +1日

6：10/25
7： +1日

8：11/08
9： +1日

10：11/15
11： +1日

12：12/07
13： +1日

・AIプログラミング
（Information）

・化学材料の開発体験と
電子顕微鏡観察
（Science）

・SPICEを利用した論理
回路設計
（Technology）

・空気圧駆動のロボット
制御の体験
（Technology）

・身近なモノでつくる光
通信装置
（Engineering）

・数式処理
（Mathematics）

高校生は 4人 5グ
ループに分かれて，
2 回 ず つ 異 な る
テーマを受講

14：01/17 振り返り 関係者全員

15：03/10 学生プレゼン 関係者全員

図  1  i -STEM アシスタント大学生と

参加高校生の交流  
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ントの教材開発や実施方法，教育内容の考察や改

善などが読み取れ，大学生においても付加価値が

あったと考えられる。  

 

2 .  2 振り返り  

 指導教員も含め関係者全員が集まり，城東高校

1 号館 3 階「 J -STEP」で行われた（図 2）。高校生

と大学生がディスカッションし，高校生は「学ん

だことを発表できるようになる」こと，大学生は

「自分の教育内容・教育教材の反省点を見つける」

ことを目的としている。 6 箇所に配置された各テ

ーマを高校生が巡り，担当大学生のサポートの下，

「学んだことと改善アイデア」について，タブレ

ットでプレゼン資料を作成した。その後，高校生

は壇上で順番に口頭発表を行い，大学生は授業改

善のために真剣に聴講した。最後に，テーマ担当

でもあり本取組み取纏めである前田洋情報工学部

長をはじめ，参加した教員から総評がされ，i -STEM

で学んだ事を普段の学業にどのように活かすかな

どについて高校生や大学生に説明された 1 2 )。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  3 学生プレゼン  

 高校生は自分たちの意見がどのような影響を与

えるか考えること，大学生は自分の教育内容・教

育教材の改善結果をフィードバックすることを目

的として，指導教員も含め関係者全員が集まり，

城東高校 1 号館 3 階「 J -STEP」で行った（図 3）。

各テーマの大学生たちは，このプログラムを通し

て高校生に体験し，学んでほしかったこと，自分

たちの教育内容，教材の振り返りや改善点の気づ

きなどを高校生にプレゼンした。参加した高校生

は真剣な面持ちでプレゼンを聞き，「実際に大学の

施設で，大学の活動に触れられて良かった」，「大

学生や教授の方々と交流しながら様々な分野の学

習をすることができ，大学の研究室のことや大学

で学ぶ内容を知れてとても良かった」，「今回の活

動で最先端の技術に触れることができた。ここで

培った経験をこれからの進路活動などに活かして

い き た い と 思 う 」， と い っ た 感 想 が 認 め ら れ た 。

Kahoot !  を用いた学修 成果クイズ 大会も行い ，上

位 3 名の高校生の表彰を行った 1 3 )。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  4 高校から見た i -STEM 

 今年度の i -STEM は，スペシャリストコース 59

名中 33 名の希望者から 20 名が参加した。ほとん

どの生徒が大学進学希望者で，本学で行われる講

義や実験に興味・関心を持っている生徒が非常に

多かった。どのテーマでも大学生とコミュニケー

ションを密に取りつつ各自で課題に取り組み，楽

図  2 振り返りと大学教員による総評の様子  
図  3 学生プレゼンの様子  
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しみながら多くのことを学び取ろうとする意欲が

強く感じられた。同時に，本学の学部学科間の違

いや大学受験について，また高校の学びが大学で

どう活かされるかなどの関心についてはもちろん

のこと，大学の生活など講義内容以外のことにつ

いても関心が高まり，大学生が主体で授業を行う

効果は非常に高かった。  

 1 月に実施した「振り返り」では，各テーマで学

んだことをまとめ，次年度に向けた改善案を発表

した。iPad を活用し資料の準備や発表を行ったが，

ICT 機器を活用する力や自分の考えを相手に分か

りやすく伝える力も向上したと感じた。  

 現在， i -STEM の取り組みを行って 8 年目を終

え，より一層充実した内容・環境になっているこ

とを実感している。今年度もコロナ禍ではあった

が，大学の先生方のご尽力のおかげで従来通りの

形式で実施でき，生徒の満足度も非常に高かった。 

 また，「 i -STEM に参加したいから城東高校スペ

シャリストコースを選んだ」と強く希望して入学

してくる生徒も多く，保護者からの関心も非常に

高い取り組みとなっている。  

 以上のことから，高校では多くの教育効果の表

れを実感しており，本活動は他校では行うことの

できない，本学独自の高大連携のメリットだと捉

えている。（城東高校電子情報科  谷水健悟）  

 

2 .  5 2020 年度の i -STEM 高大連携課外授業に参

加した高校生の進路  

 城東高等学校電気科・電子情報科スペシャリス

トコースは国公立大学への進学や優良企業への就

職を目標とする少数精鋭クラスであり，第一種電

気工事士や IT パスポート，基本情報処理技術者な

どの資格取得も目指している。i -STEM 高大連携課

外授業はコースの特色の 1 つにもなっており，高

校生保護者からの評価も高く，スペシャリストコ

ースの中から 20 名が選抜され実施される。  

 高校 2 年で i -STEM を受講した高校生は，修得

した知識や技術，および大学生とコミュニケーシ

ョンをとった経験をもとに高校 3 年生を過ごして

卒業することになる。 2020 年度の i -STEM 高大連

携課外授業に参加した高校生の進路をまとめたも

のを図 4 に示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 就職とその他がそれぞれ 2 名であり，他の学生

は進学を選択していた。進学先の内訳は国公立大

学 9 名，福岡工業大学 5 名，私立大学 2 名であっ

た。生徒の学術に対する意識も高まってきており，

i -STEM が 生 徒 に と っ て 進 学 に 向 け て の 強 い 武 器

に な っ て い る と 考 え ら れ る 。 本 学 に 進 学 し た     

i -STEM 経 験 者 が 大 学 生 と し て 参 加 す る 事 が 増 え

ており，次の高大接続に繋げていって欲しいと考

える。  

 

3 . 2022 年度高大連携研究室ツアー  

 新しい取組みとして，本学と附属城東高等学校

電気科・電子情報科連携で，研究室ツアーを実施

した 1 4 )。大学で行われている研究や大学生の研究

室での活動の紹介は，高校生の将来を広げるだけ

でなく，地域における理系工業大学の魅力や大学

進学の意義を広める事にも繋がる。城東高等学校

工業進学コース及びスペシャリストコースから選

抜された 20 名は，大学生の案内の下，工学部と情

報工学部の 6 研究室（表 2）を高校生が巡り，各

国公立大学
・佐賀大学 3名
・大分大学 1名
・熊本大学 1名
・長崎県立大学 1名
・北九州市立大学 1名
・山口東京理科大学 1名
・群馬大学 1名

就職 2名

福岡工業大学
・工学部 3名
・情報工学部 2名

私立大学
・福岡大学 2名

専門学校等 2名

図  4  2020 年度 i -STEM 高大連携課外授業を

受講した高校生の進路先  



－ 33 － 

研究室の特色や様子，大学生の活動の様子を見学

した。さらに，研究室ツアー後は高校生と大学生

が座談会を行い，学生から色んな事を聞けた高校

生は世界観を広げていた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参加した高校生からは，「自分の進路の選択を，

よりスムーズに決められるようになったと思いま

す。興味ある研究室もあって，参加して良かった

なと思いました」，「大学生の皆さんが色んな話を

してくれたことが勉強になりました」，「研究室は

滅多に見ることが出来ないので，どういう研究を

しているのか学ぶことが出来ました」といった感

想が認められた（図 5）。  

 

 

 

 

 

 

 

4 . その他の活動  

 「 i -STEM 教育」は高大連携課外活動が主である

が，その他にも地域貢献を含んだ活動を行ってい

る。それらについて，次に示す。  

 

4 .  1 サイエンスフェスタ 2022  in  FIT 

 サイエンスフェスタ in  FIT は本学園主催による

地 域 の 小 中 学 生 向 け の 科 学 技 術 の イ ベ ン ト で あ   

る 1 5 )。本学園が有している教育研究活動で培った

ノウハウを活かし，将来を担う小中学生に科学技

術・モノづくりの楽しさを広めることが目的であ

る。 8 月 6 日（土）に開催され， i -STEM 関係者も

多くのブースを出展した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 .  2 わじろ地域大学に出展  

 地域の子供達が，その地域の先生から和白地域

の歴史，文化，自然を学んだり遊んだりすること

を趣旨に，「わじろ地域大学」（コミセンわじろ主

催）が開催されている。プログラムの 1 つである

「ロボット体験会」が 9 月 25 日（日）に行われ，

i -STEM 関係者が出展した 1 6 )。本学モノづくりセ

表  2  高大連携研究室ツアーの研究室  

学部 学科・研究室

工学部
生命環境化学科・松山研究室
生命環境化学科・桑原研究室
知能機械工学科・加藤研究室

情報工学部
情報通信工学科・前田研究室
情報システム工学科・下戸研究室
情報システム工学科・丸山研究室

図  5 研究室ツアーの研究室  

図  6 各ブースでの様子  
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ンターの参加に i -STEM が加わった形であり，両

者の協力で，これまで以上の体験会になったと考

えられた（図 7）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 .  3 高大連携課題研究  

 2022 年度の高大連携課題研究として，福岡工業

大学と附属城東高校で 4 月から 12 月までの期間

に下戸准教授の指導の下，大学生が主体で授業を

行った。課題研究とは，工業に関する課題を設定

し，その課題の解決を図る学習を通して，専門的

な知識と技術の深化，総合化を図るとともに，問

題解決の能力や自発的，創造的な学習態度を育て

る こ と を 目 標 と し た 授 業 で あ る 。 課 題 研 究 は

「 Bl imp  Drone の開発」であった。様々な分野で  

Drone の需要が高まっており，今回開発を行った

Bl imp Drone は，一般的なクアッドコプター型と比

較し，長時間の飛行，安全性や操作性の高さ，製

作のし易さという点から優位性を有している。一

方で，文部科学省は STEAM 教育の教科等横断的

な学習を通して，実社会につながる課題の解決等

を通じた問題発見・解決能力の育成に言及してい

る。そこで，教育教材として Bl imp Drone の開発

をし，STEAM 教育で求められる課題解決能力や創

造性の育成を目的とした（図 8）。日本産業技術教

育学会が主催する「技術教育創造の世界（大学生

版）発明・工夫コンテスト」では，教材開発部門

において，最高位となる学会長賞を受賞した 1 7 )。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 . おわりに  

 8 年目を迎えた「 i -STEM 教育」は，昨年に続き

with コロナで行われた。 COVID-19 の感染防止を

徹底して，全てのテーマが実施された。さらに，

研究室ツアーを実施したり，地域のイベントにも

参加したりし，質の高い教育活動を広げられたと

考える。「 i -STEM アシスタント」として採用され

る大学生は，教員志望の学生が主であり，教職関

連講義や教育実習以外の学修経験にもなっている。

さらに，i -STEM を高校時代に経験した大学生が担

当することも増えている。新しい技術や教育方法

を取り入れることはもちろんのこと，新しい教育

活動にも挑戦し，本取組みを広げていきたいと考

える。  

図  7 各ブースでの様子  

図  8 高大連携課題研究の活動の様子  



－ 35 － 

謝辞  

 本取組みを実施するにあたり，多くのご協力を

頂きました。工学部長の村山理一教授，情報工学

部学部長の前田洋教授，福岡工業大学附属城東高

等学校工業科主任の江渕茂友先生に感謝の意を表

します。モノづくりセンター，PC 教室および実験

室など，本学の施設の利用に関して，関係者に感

謝いたします。本取組みは継続され，2023 年度も

実施されます。i -STEM 高大連携課外授業では，新

しく情報通信工学科の松尾慶太教授が協力して下

さいます。積極的に参加して下さった先生方や関

係者に心から感謝いたします。  

 

参考文献  

1 )   内 閣 府 ： S o c i e t y  5 . 0 の 実 現 に 向 け た 教 育 ・ 人 材 育

成 に 関 す る 政 策 パ ッ ケ ー ジ ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w 8 . c a o . g o . j p / c s t p / t y o u s a k a i / k y o u i k u j i n z a i

/ s a i s h u _ p r i n t . p d f＞ ，（ 参 照 日 2 0 2 3 . 5 . 1 7）．  

2 )   経 済 産 業 省：未 来 社 会 の 創 り 手 を 育 む「 S T E A M ラ

イ ブ ラ リ ー Ve r. 1」 を 公 開 し ま す ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. m e t i . g o . j p / p r e s s / 2 0 2 0 / 0 3 / 2 0 2 1 0 3 0 1 0 0 1 /

2 0 2 1 0 3 0 1 0 0 1 . h t m＞ ，（ 参 照 日 2 0 2 3 . 5 . 1 7）．  

3 )   下 戸 健 ，桑 原 順 子 ，丸 山 勲 ，高 濱 勇 樹：「 i - S T E M 教

育 」 の 実 施 と 今 後 の 展 開 ， 福 岡 工 業 大 学 F D  A n n u a l  

R e p o r t， Vo l . 6， p p . 5 5 - 6 4， 2 0 1 6．  

4 )   下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，丸 山 勲 ，上 寺 康 司 ，高

濱 勇 樹：「 i - S T E M 教 育 」の 実 施 と 効 果 ，福 岡 工 業 大 学

F D  A n n u a l  R e p o r t， Vo l . 7， p p . 7 2 - 8 1， 2 0 1 7．  

5 )   下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，加 藤 友 規 ，丸 山 勲 ，上

寺 康 司 ，貝 淵 理 恵 子：「 i - S T E M 教 育 」の 発 展 と 効 果 ，

F D  A n n u a l  R e p o r t， Vo l . 8， p p . 3 8 - 4 7， 2 0 1 8．  

6 )   ＜ 新 聞 ＞ 高 大 連 携 i - S T E M 西 日 本 新 聞 掲 載  2 0 1 8 年

1 0 月 2 1 日 付   

7 )   下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，前 田 洋 ，丸 山 勲 ，上 寺

康 司 ，高 濱 勇 樹：「 i - S T E M 教 育 」の 向 上 ， F D  A n n u a l  

R e p o r t， Vo l . 9， p p . 7 0 - 7 8， 2 0 1 9．  

8 )   下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，前 田 洋 ，丸 山 勲 ，上 寺

康 司 ，高 濱 勇 樹：「 i - S T E M 教 育 」の 広 が り ，F D  A n n u a l  

R e p o r t， Vo l . 1 0， p p . 1 7 - 2 5， 2 0 2 0．   

9 )   下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，加 藤 友 規 ，前 田 洋 ，丸

山 勲 ， 上 寺 康 司 ， 貝 淵 理 恵 子 ：「 i - S T E M 教 育 」 w i t h  

C O V I D - 1 9，F D  A n n u a l  R e p o r t，Vo l . 11，p p . 3 5 - 4 3，2 0 2 1．  

1 0 )  下 戸 健 ，江 口 啓 ，松 山 清 ，加 藤 友 規 ，前 田 洋 ，丸 山

勲 ，高 濱 勇 樹 ：「 i - S T E M 教 育 」の 可 能 性 ， F D  A n n u a l  

R e p o r t， Vo l . 1 2， p p . 5 3 - 6 1， 2 0 2 2．  

11 )  福 岡 工 業 大 学 ：［ i - S T E M 教 育 プ ロ グ ラ ム ］ 高 大 連

携 の 取 組  課 外 授 業 開 始 ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 4 0 0 8＞ ，（ 参 照 日

2 0 2 3 . 5 . 1 7）．  

1 2 )  福 岡 工 業 大 学 ：［ i - S T E M 教 育 プ ロ グ ラ ム ］ 高 大 連

携 の 取 組  授 業 振 り 返 り 実 施 ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 4 1 8 9＞ ，（ 参 照 日

2 0 2 3 . 5 . 1 7）．  

1 3 )  福 岡 工 業 大 学 ：［ i - S T E M 教 育 プ ロ グ ラ ム ］ 附 属 城

東 高 校 ×福 工 大  課 外 授 業 修 了 ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 4 2 4 6＞ ，（ 参 照 日

2 0 2 3 . 5 . 1 7）．  

1 4 )  福 岡 工 業 大 学 ： 高 校 生 が 最 先 端 の 研 究 学 ぶ 。 城 東

高 校 生 の 研 究 室 ツ ア ー 実 施 ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 4 0 8 4＞ ，（ 参 照 日

2 0 2 3 . 5 . 1 7）．  

1 5 )  福 岡 工 業 大 学 ： サ イ エ ン ス フ ェ ス タ 2 0 2 2  i n  F I T，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / s c i e n c e f e s t /＞ ，（ 参 照 日 2 0 2 3 .  

5 . 1 7）．  

1 6 )  福 岡 工 業 大 学：子 供 た ち が ロ ボ ッ ト を 体 験 。「 わ じ

ろ 地 域 大 学 」 ロ ボ ッ ト 体 験 会 実 施 ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 4 0 6 2＞ ，（ 参 照 日

2 0 2 3 . 5 . 1 7 ) .  

1 7 )  福 岡 工 業 大 学：［ 情 報 シ ス テ ム 工 学 科 ］長 時 間 飛 行

を 実 現 し た ド ロ ー ン 教 材 「 B l i mp  D r o n e」 が 教 材 開 発

コ ン テ ス ト で 学 会 長 賞 ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 4 2 2 1＞ ，（ 参 照 日

2 0 2 3 . 5 . 1 7）．  

 



－ 36 － 

AI プログラミング 

(Information) 

 

深堀巧治（情報システム工学科 4 年），市村香菜子（情報システム工学専攻 1 年）， 

大塩崇博（情報システム工学専攻 1 年），青山小春（情報システム工学専攻 1 年）， 

野田一樹（情報システム工学専攻 1 年） 

 

場所: B 棟 7 階下戸研究室，B 棟 2 階 PC23 教室 

 

 

1.  テーマ概要  

「 p5. js」 と 「 Teachable  Machine」 を 用 い て ，

AI を 使 用 し た 画 像 判 別 を す る た め の 学 習 モ デ ル

を作成した．本テーマでは，AI の学習方法や仕組

み，学習モデルの作成方法について学ぶことで，

AI の 活 用 方 法 に つ い て の 理 解 を 深 め る こ と を 目

的として授業を行った．  
 １日目の講義では，まず AI とは何かを簡単に

説明を行った．その際，身近な AI であるスマー

トスピーカーやオリジナルイラスト作成サービス

「 mimic」につい て紹介 すること で， 生徒の 理解

を促進させるようにした．次に，機械学習につい

ての説明を行った．今回扱う「教師あり学習」だ

けではなく，「教師なし学習」および「強化学習」

についても説明を行うことで，学習法の違いなど

を理解させた．その後，「 Teachable  Machine」の

説明を行い学習モデルの作成を行った．加えて，

作成の際に用意した学習モデルを用いて画像の判

別 を 行 い そ の 結 果 に つ い て 考 察 さ せ た ． 最 後 に ，

「 p5. js」を用いて学習モデルを参照した画像判別

のプログラム作成を行った．２日目の講義では，

１日目で作成した学習モデルについての発表を行

い，お互いがどのような学習モデルを作成し，考

察を行ったのかを共有させた．その後，精度向上

のためにはどのような方法があるか調べ学習を行

い，AI の仕組みや精度向上の方法を説明した．加

えて，現在の AI に求められていることも含めて

説明を行った．最後に，精度向上についての説明

を受けた上で学習モデルの改善を行った．  
 
2. 「振り返り」に対するフィードバック  

 振 り 返 り で 生 徒 か ら 評 価 さ れ た 点 と し て ，

「 Teachable  Machine を用いることで，簡単に学習

済みモデルを作れることがわかった」，「教師あり

学習における AI の精度を向上させるテクニックを

学ぶことができた」といった AI の仕組みについて

の理解が進んだことを確認できる内容や，「この活

動を通して AI は面白いと感じた」といった AI に

対する興味を持ってもらえたと思われる内容が見

受けられた．一方で，「プログラミングをもう少し

体験したかった」，「もう少し難しい問題に挑戦し

たかった」，「課題が簡単すぎた」といった，講義

の難化を求める内容も複数存在していた．  

 本テーマでは，「 AI の仕組みなどを理解すること

で，正しい活用方法を理解させること」を狙って

いたため，狙い通りの学習効果を得られていた．

しかしながら，プログラミングについては生徒間

での学習状況の違いを加味して最小限にしていた

ため，生徒たちの満足のいく授業をすることがで

きていなかった．  

これらのことを踏まえて，座学と実技のバラン

スを考えて，各人のレベルに合わせた授業や課題

を展開したいと考える．  

 

3.  考察  

i -STEM を通して，高校生のプログラミングに対

しての苦手意識は年々軽減されており，却って意

欲的であることを認識した．本テーマにおける AI

を主軸とした授業は３年目であり，前年度，前々

年度の授業では AI を組み込んだゲームを，scratch

を使って作成するというプログラミングをメイン

とした授業を展開していたが，課題やプログラム

が難しいといった意見が散見されており，ほかの

プログラミング言語を学びたいといった意見はあ

ったものの，プログラミングが得意な少数の生徒

からの意見であった．しかしながら，今年度で授

業内容を一新したところ，プログラミングを求め

る声が多く存在した．  

 昨今， AI などの技術に簡単に触れることができ

るため，情報技術を専門としていない生徒も興味

を持つ機会が多い．そのため， AI などの正しい活

用方法を学ぶことはより重要となっている．した

がって，大学生も認識を日々アップデートしてい

き，高校生のニーズに合わせた授業を展開するこ

とで，相互に成長することができるのではないか

と考える．   

 
化学材料の開発体験と電子顕微鏡観察 

(Science) 
 

庄司綾乃（生命環境化学科 4 年），森祐成（生命環境化学科 4 年），松岡拓海, （生命環境化学科 4 年）, 

永露将（生命環境化学科 4 年）, 樋口梨乃（生命環境化学専攻）, 鶴嶋真紅（生命環境化学科 4 年） 

 

場所: A 棟 5 階松山研究室，桑原研究室, B 棟 6 階食品農医薬品研究センター 

 

 

1 . テーマ概要  

シリカエアロゲルは断熱特性を示し，様々な工

業製品に使われている。昨年度に引き続き，シリカ

エアロゲルの特徴を知るためにゾル -ゲル法にてシ

リカエアロゲルを合成し，それらの物性評価なら

びに顕微鏡観察を行った。  

一 般 に ア ル コ ー ル 溶 液 中 で 合 成 し た シ リ カ ゲ ル

を乾燥する際，乾燥方法の違いで生成物の微細構

造が異なる。例えば，超臨界二酸化炭素を用いて乾

燥すると，溶媒除去の際，界面張力の影響を考慮す

ることなく乾燥することができ，空隙率の大きな

シリカゲル，すなわちシリカエアロゲルを調製す

ることができる。一方，通常の乾燥では，界面張力

の影響を受け，シリカゲルの凝集や亀裂が顕著と

なる。結果として空隙率の低いシリカゲル，すなわ

ちキセロゲルが生成される。本テーマでは，実際に

超臨界流体を使ったシリカエロゲルを合成し，生

成物の目視観察，電子顕微鏡観察 (SEM)ならびに密

度測定を行った。さらに，孔雀の羽，電子部品，繊

維など身の回りの品物の SEM 観察も同時に行った。 

2 日目の後半では，細胞や溶液中のコロイドを観

察できる倒立型蛍光顕微鏡を使い，食品中のコロ  

イド観察を行なった。マヨネーズやヨーグルトを

観察することで，タンパク質や脂肪球のブラウン

運動を確認した。  

2. 「振り返り」に対するフィードバック  

高校生から，「化学反応がよく分からなかった」，

「コロイドがよく分からなかった」，「 SE M と倒立

型蛍光顕微鏡の違いが分からなかった」など反省

すべき意見をもらった。参加した高校生は，化学

基礎を学習し始めて半年程度なので，化学反応な

どの内容はこれからの履修である。また，顕微鏡

に関して中学理科で扱ったぶりとのことだったの

で，顕微鏡の種類の違い，原理等を簡単に教える

時間が必要であった。次年度は，実験を行なう前

に予備知識を教える講義を取り入れ，より理解し

やすい実験内容を検討したい。  

3. 考察  

高校生の振り返りを受けて，化学や生物に関し

て基礎的な内容までしか履修できていないため，

今回の実験内容は部分的に難しく感じさせてしま

ったと考えられる。高校生がそれなりに理解して

いる内容（ゲルや電子顕微鏡）と，理解が難しか

った内容（物質の三態に絡んだ超臨界流体，化学

反応，断熱，コロイド）がはっきりしているよう

だった。履修できていない内容を扱う際には，よ

り詳しく分かりやすい説明や事前講義が必要であ

ると思った。  

 実験室でエアロゲルを作成している様子  

孔雀の羽の SEM 観察写真 

 

   

空気圧駆動のロボット制御の体験 

(Technology) 
 

⼭下和将（知能機械⼯学専攻 2 年），峯⼝諒（同専攻 1 年），三橋雄貴（同専攻 1 年），太⽥

樹⾥愛（同専攻 1 年），原⽥元気（知能機械⼯学科 4 年）, ⾼野倫之（同学科 4年） 

 
1 . テーマ概要  

空気圧機器がどのような原理で作動しているの

か学んでもらうために，順運動学と逆運動学の座

学，スカラロボットの操作体験をしてもらった．

それに伴い，現在高校で学んでいる知識が大学で

の研究にどのように使用されているかを体験して

もらうことを狙った．また， BtoB の中では FA 機

器などに広く用いられているスカラロボットでは

あるが，生活する中でこれらに直接触れて体験す

る機会は少ないので，この機会に実際にスカラロ

ボットに触れてもらい，興味を持ってもらうこと

を目的とした．   

具体的には，ロボットアームを動かすプログラ

ムの基礎となっている順運動学と逆運動学につい

ての座学を進めた．運動学には三角関数や余弦定

理などの高校で学ぶ内容が多く含まれているため，

制御の理論を伝えるよりも高校で学ぶ事が実際に

使われている事を実感してもらう事を一番の目標

とした．  

次に，スカラロボットを用いた，プログラミン

グと操作を体験してもらった．具体的には，E xce l

で位置座標を指定して，そこから角度の算出をす

ることで，ロボットの先端位置が目標位置に到達

するところを見てもらい，実際に丸や星など様々

な図形を描いてもらった．  

昨年度は，講義時間に対してテーマの数が多く，

何をしたのか理解してもらうのが難しいとの意見

があったため，今年は，スカラロボットにテーマ

を絞ることで，高校の知識が大学でどのように使  

 

F i g .  スカラロボット  

われているのかをより知ってもらえるようにした

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F ig .  ロボットアームの角度算出  

 

2. 「振り返り」に対するフィードバック  

振り返りの回でもらった意見として，「演習時間

がもっと欲しかった」というものと，「遠隔操縦の

空気圧人工筋ロボットを動かしたかった」という

ものがあった．  

次年度は，遠隔操縦の空気圧人工筋ロボットの

操作体験をしてもらい，空気圧機器について知っ

てもらおうかと思う．それに伴い，座学では，座

標変換等のことや運動学について学んでもらおう

かと思うが，これは高校生の知識に合わせてなる

べく簡単かつ長時間にならないようにして，演習

時間を増やしたいと思う．  

 

3. 考察  

今回 i -STEM に参加して，講義の準備を行う中

で，私自身，貴重な勉強を沢山することができた．

今回参加してくれた高校生には，物理のことを好

きであることが伝わってくるほど熱心に座学を聞

いてくれる学生もおり，私も勉強を続けなくては，

すぐに追い越されてしまうと感じた．今回，振り

返りの回では空気圧機器の特徴や用途に関して理

解することができたと言ってくれた学生もいたが

今回の講義は特に座学においてつまらない講義を

してしまったと考えている．次回は座学をより楽

しく取り組める工夫ができればと思う．  

 

𝑜 

 

 
光の糸電話 

～身近なモノでつくる光通信装置～ 

(Engineering) 
 

鷹尾未有(情報通信工学科 4 年)，石橋樹(情報通信工学科 4 年) 

外菌舞(情報通信工学科 4 年)，尾方勇介(情報通信工学科 4 年) 

賀数玲(情報通信⼯学科 4 年) 

場所: モノづくりセンター 

 

 

1 . テーマ概要  

 100 円均一で購入できる身近なものを使って光

がどのように信号を伝えることができるかを理解

するために，『光の糸電話』の実験を行った。光の

糸電話とは，糸電話は糸を使って声を伝えるが，

糸の代わりに光を使って声を伝えるものである。

実験装置は図 1 のようにアルミコップの底をくり

抜いて，アルミを張ったもの，受信機はソーラー

パネルを紙コップの底に貼り付けたものにラジカ

セを繋いだものと 100 円均一で購入できるような

もので作成し，実験を行った。実験装置の作成か

ら実験まで高校生に行ってもらい，抱く学生は高

校生に実験の補助という形で進めていった。  

 

  

1 日目では，実施する実験についての説明，装

置の作成手順や実際の実験方法をスライドを用い

て説明した。説明後，実際に高校生に装置を作っ

てもらい，実際にアルミコップに向けて声を発し，

ラジカセから声が聞えるかの確認までを行う。ま

た，確認後に，ノイズが入るのはなぜか，距離を

伸ばすにはどうしたらよいかなどのテーマで高校

生には考えてもらい，簡単に意見を出し合っても

らい， 2 日目につなぐ。  

 2 日目では実際に 1 日目で出た案で実験を行う。

その前に，なぜ音が出るのかなどの理論の説明を

行った。それも踏まえて，実際の案を実現するた

めの準備物がある場合は，家にあればもってきて

もらい，ない場合はこちらで準備したもので実験

を行った。今あるものを使ってどのように距離を

伸ばすのか，はっきりと聞こえるにはどうしたら

いいかなど，実験結果としてよりいいものを出せ

るように試行錯誤して実験を行ってもらった。あ

る班では，図 2 のように送信機を大きくし，アル

ミの面積を大きくすることで，距離が伸ばせるの

ではないかと考えた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 . 「振り返り」に対するフィードバック  

高校生からの意見として，大学生がただ答えを

教えるのではなく，自分たちで考えることがプラ

スになり，自ら考えることがいい経験になったと

いう意見があった。改善してほしいところは，事

前に暗い場所で実験場所として用意してほしい，

事前に資料を配布することで，距離を伸ばす実験

に使う時間が増えるという意見をいただいた。  

 

3. 考察  
 i -STEM に参加して，人に教えるということの

大変さを体験することができた。全体の説明だけ

でなく，実験中に個人で説明を少しずつ行うこと

で高校生の理解をより深められたのではないかと

考えた。しかし，実験に失敗した班もあり，スラ

イドの内容をもう少しかみ砕く説明することで，

高校生にあまり理解させることができなかったと

考えた。  
 

図 1．実験のイメージ  

図 2．送信機  

 
 


